
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 会場 あさぎり町立岡原小学校 

■ 日時 令和６年（２０２４年）１１月７日（木） 

受付 13:25～13:45     オリエンテーション 13:45～13:50 

公開授業 13:55～14:40  授業研究会 14:55～16:15 

■ 授業プレゼンター あさぎり町立岡原小学校  深水 遼太 教諭 

■ 授業サポーター  錦町立錦中学校 鬼塚 貴臣 指導教諭 

■ 学年 ５学年 

■ 単元名  「平均とその利用」（啓林館 P.157～165） 
 

 授業の見所  

今回の授業では、「熊本の学び」

授業づくりのポイント２「子供の『なぜ』

『おそらく』（疑問や予想等）が生ま

れる導入の工夫」、ポイント３「子供

の『やってみよう』『なるほど』『きっと』

（挑戦や納得等）が生まれる展開

の工夫」を重視します。 

本時は、導入で前時との違いを考えることで「こうすればできるのではないか」

「前回と違うから、こう考えるといいのではないか」といった見通しをもち、問いに

対する自分の考えを明らかにしていきます。この考えを共有する中で、自分の

考えを深めたり、補強したり納得できる考えを見つけたりしながら、学びを深める

授業を構想しています。 

子供が問いを発し、課題に主体的に立ち向かい、学びを深める授業を目指

した取組と自分たちで課題解決に挑む子供の学びの姿を提案します。 

公開授業のお知らせ 

第３回 小学校 算数 

令和６年度（２０２４年度）「熊本の学び」授業プレゼンター事業 

画像 


